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※アクアシール、ぶっくりシールのもとは別亮りセットもあります．

タカラトミーお客様相談室おかけ間違えのないようご注憲ください

o, うのん とうが‘
＠ァクアシ→レ衰iiiの透明シ＿卜をはがします。したが〇 ほんたい

アクアシールのイラストを下側にして、 本体にセット
うえ n● 

したぶっくりシールのもとの上に重ねます。
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e 麻呟躙の
みコをょきリまで袋蘊ざを入れ �©1 麟直るときは、 入れた笈ヵf�のスポンジにし

“んnぃ
〇フタを臼けてアクアシール盗裟に磁ヵ情沿1こしみているのを蘊かめ

し. 11み は" t• 
ます。 水入れの水を全部本体のハートの注ぎ口に ・ み込むまで、 ハートを何回かゆっくりぶしゅぶしゅ

．

て、 アクアシールの白い紙をゆっくり外します。 この時アクアシール
そそ nぃ＂つく みす
注ぎます。1回目に作るときは水がしみ込みにくい ・

あ ばあい
． と押してください。 （なかなかしみ込まない場合もあばあい

場合もありますので、 祓澁を全若に砂し滋↑ナ笈を： ります。）

がよれていたら、 スティックでひろげながら、 ぶっくりシールのもと

●● 葦あ
隙閻に薄とすようにします。

と● のこ み� . 
※ この時、 鶏りのアクアシールを水でぬらさない ：ちゅうい

ように注憲してください。
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水がスポンジにしみ
こ ぁ
込んだら、フタを開け

み.

てアクアシールに水
ぞ砧力充分しみているか

n<cん せん.,,.,
確麗します。もし全面

こ
にしみ込んでいない
ばあい
場合は、 またハートを

nぃ
3回＜・らいぎゅっと
ぁ
押してください。

は しる力み
にしつかり貼りつけてください。（白い紙に水がしみこまないときは

とみ＂い みすた
もう1虞、 水入れで水を足してください。 ）
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濠＊分が不星L,ていると、

イラストがう攣くつかな
rt:a、

い蝙會が轟り拿すので、
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●耀にはがさずに、もう

と
1塵フタをL,て／＼ートを
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みこませてください．
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〇ぶっくりシールを台紙ごと本体からゆっくり外したらできあがり！ぶっくりシールが完全に乾いて
だいし 口 は

から台紙をはがして好きなところに貼ってね女

-{蘊白してhるとき）
ガい，，， つく口た じ●んばんじ●んu nぃ

スポンジ

2回目からは、 作り方〇~Oの順響で準備をして、 ハートを3回ぐらいぎゅっと搾してください。と● みす●こ た ，，んnぃ
もし〇のようにイラストがうまくつかない時は、 水を少し足して何回かぶしゅぶしゅと搾してください。

遵咽己． ぁそ お aんたい ｀いへい たS
：※遍び績わったら、 本体を水平9こ侃ったまま

・ みすう =• みび 可
• 水璽けを外し、 たまった水を檜てましょう。• みびう ＂んせん an � んにい もと
: ＊置けは完全に乾かしてから本体に震して

ください。

と はで
※フタのスボンジをつまんで11l1り外します。

ちゥうい
ちぎれないように注憲してください。ぬれた

のこ 口し、5ん
スポンジはティッシュなどで鶏った水分を
心と "" 
拭き醗って乾かしてください。 スポンジは
もと もと �Dん
元に属して、 なくさないように保●してくだ

さい．
ほ0んさい みd

※保●の順、 アクアシールを水でぬらさないよ
ち.,い

うに注憲してください。


